































昨年の外来化学療法患者は 1,161名であり, 外科 61.8％






































































































































【研究方法】 対象者 :Bさん 70歳代男性,骨髄異形成症




を得た.【結 果】 事前に Bさんが実行しているセル
フケアについて承認し継続を促した.また農作業時の注
意点についても説明した.支援では「指導」ではなく「共
に考える」視点で関わるようにした.事前に行っていた
ことは継続できているが,農作業についての注意事項は
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